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長かった２学期も今日で終わりです。８月２６日にスタートした２学期ですが、２学期開始直前に

新型コロナウィルス感染拡大防止のために静岡県に緊急事態宣言が出され、授業や部活動が思

うようにできない大変な状況の中でのスタートだったことを皆さんは覚えていますか？そのような

不自由な状況を乗り越え成功させた緑友祭を始め、この２学期は全校や学年で取り組んだ学びの

場が数多くありました。昨日、教頭先生がほぼ毎日更新してくれている南部中学校のホームペー

ジの２学期分を見直してみて、日々の教育活動に主体的に取り組もうと頑張っていた皆さんの姿

を改めて確認することができました。 

１年生は、中学校生活にも慣れ、学習や委員会活動、部活動に伸び伸びと意欲的に取り組んで

いました。また、学級や学年の課題にリーダーを中心として、仲間と協力し助け合って解決してい

こうとする姿には確かな成長を感じることができました。   

２年生は、３年生からたくさんのことをバトンタッチされ、学校行事や委員会活動・部活動等、学

校生活全般に渡り、本校の中心として、力強いリーダーに成長できたと感じています。仲間や下級

生の良さを認め、自分以外の誰かのために進んで行動しようとする姿は、まさに学年目標である

「ONE TEAM」に繋がっていたと思います。 

３年生は、進路決定に向け、自分と向き合い、何をすべきか正しく判断し、自分を信じて頑張っ

た今学期だったと思います。進路決定は、一人一人の課題であるものの、仲間と切磋琢磨し、励ま

し合いながら今を迎えることができていると思っています。これからも、今まで以上に共に励まし

合って、希望する進路を実現させてほしいと願っています。また、先日皆さんの大切な仲間の命が

天に召されました。彼女のためにも、それぞれの今を精一杯生きていってほしいと思います。 

さて、話は変わりますが、日本では、年越しから新年にかけて、除夜の鐘を打ち、百八つの煩悩

を消滅させ、新たな年への期待と願いを込めるという習慣があります。この大晦日から新年にか

けての伝統は、私たちが過ごした今年１年を振り返り、新しい年に誓う夢や目標を確認し、新たな１

年をスタートさせるという厳粛な場面を作ってくれています。皆さんも、ぜひこの機会を大切に、家

族とともに今年１年を振り返り、新たな年への思いを語り合う時間をもつとともに、新年の希望や

目標を明確に立てて下さい。新年の１月６日の始業式に、それぞれの希望や目標をもち、目を輝か

せて登校した皆さんと元気に会えることを楽しみにしています。 

それでは少し早いですがよいお年をお迎えください。 

 確かな『成長』を実感した２学期 ～終業式 校長式辞～  



 

 

学級 氏名 受賞理由等 

１年１組 榊原 由依 
緑友祭実行委員に立候補し、曲の歌詞を模造紙に書いた掲示物を作ったり、
上級生に交換合唱を依頼しに行ったりと、クラスに大きく貢献することができま
した。 

１年２組 比良 彩花 困っている級友に自然と手を差し伸べたり、頼まれたことも快く引き受けて手
伝ったりする姿が見られ、クラスの頼れる存在となりました。 

１年３組 柿本 紗季 
緑友祭では、実行委員やナレーター、パートリーダーとしての自覚ある行動で
学級を引っ張りました。また、体全体を使って一生懸命歌う姿は模範となりまし
た。 

１年４組 伊藤 楓馬 
緑友祭では、パートリーダーとして 1 秒でも多く練習ができるように素早く準
備しました。合唱においても、部屋の隅々まで響き渡る歌声で級友のやる気を
さらに高めました。 

１年５組 川島 百珈 
前期学芸委員、後期学級委員として、常にクラス全体を見渡し、課題を見つけ
問題提起してより良いクラスになるよう働きか掛けました。また、自ら率先垂範
して規律正しい生活を心掛けました。 

２年１組 山本 悠太 
授業での取組はもちろん、テスト勉強や自主学習に励むことができました。ま
た、誰にでも優しく、平等に接することができたため、級友から厚い信頼を得ま
した。 

２年２組 浅井 真聡 授業での活動に積極的に取り組み、発言することで、自らの学力を向上させま
した。その姿は学級全体に良い影響を与え、学習に対する意識を高めました。 

２年３組 横田 結芽香 
緑友祭では、実行委員と伴奏を担当し、合唱をより良くするための改善点を提
案しました。また、欠席者の仕事をさりげなく手伝うなど、クラスに貢献しまし
た。 

２年４組 荒井 幸佑 
誰とでも気兼ねなく接することができ、他の人の仕事も積極的に手伝うなど、
クラスのために行動することができました。その姿はクラスの手本となっていま
した。 

２年５組 横井 心風 黒板を消したり、配膳の準備を協力して行ったりするなど、自分の役割ではな
い学級の仕事も率先して行動しました。２年５組の縁の下の力持ちでした。 

３年１組 山田 真路 クロームブックのロッカーや共有ロッカーの整頓を丁寧に行いました。クローム
ブックの持ち帰り簿をこまめに点検し、担任以上にしっかりと管理しました。 

３年２組 原  陽平 
生活委員として、朝のあいさつ運動に責任をもって参加し、登校する生徒に明
るくあいさつを行いました。教室に入る際も爽やかな声であいさつをすること
で、教室の空気を明るくしました。 

３年３組 齋藤  杏 
誰に対しても分け隔てなく笑顔で接し、周りの空気を明るくしていました。行事
で使う用具の準備や片付けを率先して行ったり、困っている友達にすぐに気付
き、手助けをしたりすることができました。 

３年４組 相場 真衣 
緑友祭では、アルトのパートリーダーとして、改善点を楽譜にたくさん書き込
み、歌う時に気を付けることを呼び掛け、パート練習を引っ張りました。練習が
上手く行かないときも常に前向きに取り組むことができました。 

３年５組 大庭 惺矢 いつも穏やかで優しく、素敵な笑顔で、まわりをとても明るくしてくれました。ま
た、水泳にも真摯に取り組み、見事、東海大会へ出場しました。 

『一隅を照らす』とは、天台宗の開祖、最澄の言葉で、「一人ひとりが自分のいる場所で、 

自らが光となり周りを照らしていくことこそ、私たちの本来の役目であり、それが積み 

重なることで世の中がつくられる」という意味があります。 

２学期『一隅を照らす』受賞者紹介 

12 月 24 日（金）～1 月 5 日（水） 

現在、磐田市では新型コロナウイルス感染症の 

感染拡大は見られませんが、引き続き、御家庭 

での感染予防対策をお願いします。 

※南部中 HP はこちら → 


